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立会演説会

12月7日（水）に生徒会の立会演説会、並びに役員選挙が行われました。11月終わりから選挙運動が始まり、

朝校門の前で、候補者と応援する生徒たちの「おはようございます」の気持ちのいいあいさつが聞こえまし

た。７日当日は、６名の候補者と応援演説者が、来年度の生徒会活動をどうするか、どのような学校を作って

いくか演説をしてくれました。

「お互いに学び合い全校で成長できる」

「みんなが楽しい」

「誰もが居心地の良い」

「お互いの努力を認め合える」

「全校生徒が生き生きとすごせる」

「北西中の旬を発信できる」

これは候補者たちの言葉ですが、どの言葉も学校をよくしたいという候補者たちの願いがわかります。

他の生徒たちも演説者の演説を真剣に聴いていました。投票の中で無効票が「０」でした。これはなかなか

できないことです。全員が選挙に自主的に取り組んだ証拠だと思います。また、選挙管理委員会の生徒が責

任を持って選挙に取り組んだ結果でもあると思います。

今年度の生徒会は、スローガン「北西シンカ」を掲げ、お互いに学び合える学校づくりを目指して生徒会本

部を中心に生徒会活動が活発に行われてきました。コロナ禍の中であっても工夫して取り組み、２日間開催の

学園祭や日常の取り組みのあいさつや清掃も成果上げています。来年度は今年度の取り組みの上にさらにい

い学校づくりを生徒会中心に創り上げてほしいと思います。

アンサンブルコンクール

１２月１７日に吹奏楽部がアンサンブルコンテストに参加し、銀賞を受賞しました。練習時間もなかなかとれな

かったと思いますが、短い時間の中でも集中して練習した成果が出ていました。演奏が終わったところで待っ

ていると、緊張はしたものの「楽しかった」と感想を話してくれました。吹奏楽以外にも、県の新人戦や読書感

想文、作文、ポスター、弁論大会などでたくさんの賞を生徒たちが受賞しています。スポーツ面でも、文化面で

も、がんばった２学期でした。

冬休み・３学期

始業式、終業式で「続けて頑張るものを見つけてほしい」という話をしています。運動部も吹奏楽も勉強も

その他のものもそうですが、一日二日で成果が出るものはありません。毎日少しずつでも続け、一年二年と年

月を重ねることで成果が出ます。生徒たちにはいろいろなことに挑戦し、努力を続けてほしいと思います。

コンピュータの持ち帰りをしています。学習の成果を上げるために重要なのは自分から学習に取り組むこと

です。学校の授業ではコンピュータが自主的に取り組むきっかけになっています。使い方のルールを守りなが

ら学習に取り組んでほしいと思います。ご家庭でもご協力をお願いします。

来年も続けて学校へのご支援ご協力を願いします。

学校教育目標

「 心豊かで かしこく

たくましい生徒の育成」




